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【公開日】平成28年5月26日(2016.5.26)
【年通号数】公開・登録公報2016-032
【出願番号】特願2015-184947(P2015-184947)
【国際特許分類】
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【ＦＩ】
   Ｂ６０Ｒ   21/213    　　　　
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【手続補正書】
【提出日】平成29年3月23日(2017.3.23)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　乗り物であって、
　当該乗り物の側部ピラー組立体に取り付けられたピラーガーニッシュであって上端部を
有するピラーガーニッシュと、
　該ピラーガーニッシュの前記上端部に沿って延びる外側部を有するルーフヘッドライニ
ングと、
　ピラー本体と前記ルーフヘッドライニングとの間で固定して配置されたエアバッグジャ
ンプブラケットであって乗り物の高さ方向に延びる第１の部分と該第１の部分から乗り物
の幅方向に外方へと延びる第２の部分とを有し、前記第２の部分は、エアバッグ本体を支
持し、エアバッグ展開時に前記エアバッグ本体を当該乗り物の乗員室へと案内し、当該エ
アバッグジャンプブラケットが、当該エアバッグジャンプブラケットの前記第２の部分の
下方に配置されて前記乗り物の幅方向に外方へと延びる外方に曲がったフランジ部を更に
有し、且つ、該外方に曲がったフランジ部が、下側部を備え、端部まで延びる、エアバッ
グジャンプブラケットと、を具備し、
　前記ピラーガーニッシュが、タワー係合部及び突出係合部を含むエアバッグジャンプブ
ラケット係合形状部を有し、
　前記突出係合部が、前記乗り物の高さ方向において、前記外方に曲がったフランジ部の
下側部に面する突出係合面を有し、且つ、前記タワー係合部が、前記乗り物の幅方向にお
いて、前記外方に曲がったフランジ部の端部に面するタワー係合面を有する、乗り物。
【請求項２】
　前記ピラーガーニッシュが被覆部を有し、前記エアバッグジャンプブラケット係合形状
部が前記被覆部と一体成形された、請求項１に記載の乗り物。
【請求項３】
　前記エアバッグジャンプブラケット係合形状部が、前記被覆部から外方に延びる基部と
、該基部から一体になって延びる前記タワー係合部及び前記突出係合部と、を有する、請
求項２に記載の乗り物。
【請求項４】
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　前記エアバッグジャンプブラケットの前記外方に曲がったフランジ部の端部を越えて上
方に延びる前記タワー係合部を有した、少なくとも２つのエアバッグジャンプブラケット
係合形状部を具備する、請求項１に記載の乗り物。
【請求項５】
　前記タワー係合部が、前記外方に曲がったフランジ部の前記端部から約５ｃｍ以下の間
隔で配置された、請求項１に記載の乗り物。
【請求項６】
　前記突出係合部が、前記外方に曲がったフランジ部の下側部から約５ｃｍ以下の間隔で
配置された、請求項１に記載の乗り物。
【請求項７】
　乗り物であって、
　当該乗り物の側部ピラー組立体に取り付けられたピラーガーニッシュであって上端部を
有するピラーガーニッシュと、
　該ピラーガーニッシュの前記上端部に沿って延びる外側部を有するルーフヘッドライニ
ングと、
　ピラー本体と前記ルーフヘッドライニングとの間で固定して配置されたエアバッグジャ
ンプブラケットであって乗り物の高さ方向に延びる第１の部分と該第１の部分から乗り物
の幅方向に外方へと延びる第２の部分とを有し、前記第２の部分が、エアバッグ本体を支
持し、エアバッグ展開時に前記エアバッグ本体を当該乗り物の乗員室へと案内し、当該エ
アバッグジャンプブラケットが、当該エアバッグジャンプブラケットの前記第２の部分の
下方に配置されて前記乗り物の幅方向に外方へと延びる外方に曲がったフランジ部を更に
有し、且つ、該外方に曲がったフランジ部が、下側部を備え、当該エアバッグジャンプブ
ラケットの前記第２の部分の下方に配置された端部まで延びる、エアバッグジャンプブラ
ケットと、を具備し、
　前記ピラーガーニッシュが、前記外方に曲がったフランジ部の端部から約５ｃｍ以下の
間隔で配置されたタワー係合部と前記外方に曲がったフランジ部の下側部から約５ｃｍ以
下の間隔で配置された突出係合部とを備えたエアバッグジャンプブラケット係合形状部を
有する、乗り物。
【請求項８】
　前記タワー係合部が、前記ピラーガーニッシュの前記上端部の前記乗り物の前記乗員室
への移動を制限するために、前記エアバッグジャンプブラケットの前記外方に曲がったフ
ランジ部の端部を係合するように構成された、請求項７に記載の乗り物。
【請求項９】
　前記突出係合部が、前記エアバッグジャンプブラケットの前記乗り物の高さ方向への移
動を制限するために、前記エアバッグジャンプブラケットの前記外方に曲がったフランジ
部の下側部を係合するように構成された、請求項７に記載の乗り物。
【請求項１０】
　前記ピラーガーニッシュが被覆部を有し、前記エアバッグジャンプブラケット係合形状
部が前記被覆部と一体成形された、請求項７に記載の乗り物。
【請求項１１】
　前記エアバッグジャンプブラケット係合形状部が前記被覆部から外方に延びる基部を有
し、前記タワー係合部及び前記突出係合部が前記基部から一体となって延びる、請求項１
０に記載の乗り物。
【請求項１２】
　前記エアバッグ本体がカーテンシールドエアバッグ本体である、請求項７に記載の乗り
物。
【請求項１３】
　乗り物内のエアバッグ本体と共に使用する取り付け構造体であって前記乗り物が乗員室
、ルーフサイドレール及びピラー組立体を有し、前記エアバッグ本体が前記ルーフサイド
レールに沿って且つピラーを横切って膨張可能な取り付け構造体であって、
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　上端部を有したピラーガーニッシュと、
　上方に延びる第１の部分と該第１の部分から外方に延びる第２の部分とを有したエアバ
ッグジャンプブラケットであって前記第２の部分が、前記エアバッグ本体を支持し且つエ
アバッグ展開時に前記エアバッグ本体を前記乗り物の前記乗員室へと案内するように構成
され、当該エアバッグジャンプブラケットが、当該エアバッグジャンプブラケットの前記
第２の部分の下方に配置されて外方に延びる外方に曲がったフランジ部を更に有し、且つ
、該外方に曲がったフランジ部が下側部を有し且つ当該エアバッグジャンプブラケットの
前記第２の部分の下方に配置された端部まで延びる、エアバッグジャンプブラケットと、
を具備し、
　前記ピラーガーニッシュが、基部とタワー係合部と突出係合部とを有するエアバッグジ
ャンプブラケット係合形状部を有し、
　前記タワー係合部及び前記突出係合部の各々は、前記基部から上方に延び、前記突出係
合部は、前記乗り物の高さ方向において、前記外方に曲がったフランジ部の下側部の下方
まで延びていて、前記タワー係合部は、前記乗り物の高さ方向において、前記外方に曲が
ったフランジ部の端部を越えて延びている、取り付け構造体。
【請求項１４】
　前記ピラーガーニッシュが被覆部を有し、前記エアバッグジャンプブラケット係合形状
部の基部が、前記被覆部と一体成形され、前記被覆部から外方に延びている、請求項１３
に記載の取り付け構造体。
【請求項１５】
　前記突出係合部は、前記乗り物の高さ方向においてエアバッグ展開時に前記外方に曲が
ったフランジ部の下側部を係合する突出係合面を有し、且つ、前記タワー係合部は、エア
バッグ展開時に前記ピラーガーニッシュの移動を抑制するため、乗り物の幅方向において
エアバッグ展開時に前記外方に曲がったフランジ部の端部を係合するタワー係合面を有す
る、請求項１４に記載の取り付け構造体。
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